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 初心者のための防犯情報サイト
 
 

      玄関などの鍵はあまり取り替える機会は少ないですが、無くしてしまった場合や防犯性を高めたい時に取り替えます。
基本的には専門の業者に依頼をすることになります。
確実に交換をしてもらうことができるためですが、費用はやや高くなります。
安く取り替える方法としてはホームセンターシリンダー錠ごと購入して取り付けます。
現在ついているものと同じものを見つけることができるとメーカーは違っても問題ないので安く取り替えすることが可能です。
 
 鍵交換に必要なものはホームセンターでそろえよう
  [image: 鍵交換に必要なものはホームセンターでそろえよう] 鍵をなくしてしまったりするととても不安になります。
早めに交換をするほうがいいのですが、専門の業者に依頼をするとなればやはり数万円の費用がかかります。
インターネットなどで調べてみるとそれ以外の方法としてホームセンターなどで必要なものを購入して自分で交換をすることもできます。
 鍵はドアにシリンダー錠というものが取り付けられていて、シリンダーごと取り替えることができます。
基本的な方法としては寸法をきっちりと測っておいて取り替えをする準備をしておきます。
ホームセンターなどで同じタイプのシリンダーを探して交換します。
既存のシリンダーはドアを開けばドライバーで取り外すことができるので、シリンダーを外して取り替えればできあがりとなります。
 
   ホームセンターを利用して鍵を自分で交換するには
  [image: ホームセンターを利用して鍵を自分で交換するには] 鍵の調子が悪くなったときや紛失したとき、プロに依頼して換えてもらったものの想像以上にコストがかかったという経験はありませんか。
防犯のことを考えて古いものから安全性の高いタイプに換えたいと思っても、費用がネックになってしまいがちです。
安くやってくれるところを探すのも手ですが、時間があるのならホームセンターで売られている鍵や工具を使い自分で交換してみましょう。
 ただし自力であれば安く済むとはいっても、やり方を間違えると出費がかさむばかりか防犯面でのリスクが高まるのは言うまでもありません。
失敗しないためにはホームセンターへ向かうよりも先に鍵のタイプや型番、寸法をしっかり把握しておくことが大切です。
適合しないものを選んでも取り付けるのは難しいので注意しましょう。
また基本的にはシリンダーのみを交換することができますが、タイプによっては一体化していて鍵全体を換えなければならないケースもあります。
 新しいものに換える際は以前と同じタイプを選んでもいいですし、防犯を気にするならピッキングに強いものを探すと安心です。
鍵が準備できれば後はドライバーなどの工具を使ってすぐに交換できますが、このとき作業中に閉まらないよう扉を固定しておくことがポイントです。
 
  


初めての一人暮らしは鍵の交換がされているか確認

  進学や就職で初めて一人暮らしを始めるという人も多くいます。こういった際に賃貸物件を借りて暮らし始めるということがほとんどなのですが、単身者向けの賃貸物件では鍵の交換がされないということもありますので、契約の前に鍵の交換がされているかどうかということを確認しておくことが重要なポイントになります。
鍵が取り換えられていないことによって、自分の留守中に空き巣に入られてしまうということも考えられますし、ストーカー被害に遭ってしまうということもあるかもしれません。
自分以外の人が勝手に部屋に入ることのできないような対策というのは一人暮らしの基本中の基本なので、契約の前にはそこをまず確認して、換えられていないということであれば例え自費であっても取り換えてから入居することで、自分の身と財産を守るということにもつながりますし、離れて暮らす家族も安心して生活することができるのです。物騒な世の中ですので、自分の身は自分で守るように努力することが大切になります。


 

鍵の交換は防犯対策の第一歩だからこそ早めに行動を

  鍵の交換は最も手軽にできる防犯対策と知られています。特にホームセンターで30分ほどで複製できるような安易な物ではなく、マスターキー以外の物は複製が不可能にしている物であれば、なおさら安全性が高いです。
複数の鍵を取り付けていてもどちらも複製されてしまっては意味がありません。できるだけ複製されにくい構造の物に作り替えること、また、鍵だけではなくスマホアプリなどを併用して家のセキュリティを高めることも対策の一つとして有効といいます。

安全性の高い物をにするためには、人間だけでは管理しきれない部分もあるからです。安全に利用できるものを上手に活用することが、家の安全性を高くするためには重要といえます。
プロの防犯アドバイザーの意見を参考に、適切に利用できるものを複合的に活用することで、家の安全性をさらに高くすることができるでしょう。
プロの鍵屋の中には、防犯アドバイザーの資格を持っている人もいるため、事前に相談してみることも重要です。


 

賃貸物件で入居者が変更する場合は鍵の交換と盗聴器の確認が必要

  賃貸物件では定期的に居住者が変更する場合がありますが、その時に注意しなければいけないのはセキュリティ対策です。
これは元の居住者が鍵を複製するケースがあり、そのままにしていると不法侵入が簡単にできるからだと言えます。実際に鍵の交換をしなかったために以前の居住者が不法侵入するという事案も発生していて、単純な侵入だけでまだいいのですが、盗難などの発生に結び付く可能性があるので最も注意しなければいけません。

他にも以前の住人が盗聴器を設置したまま退去し、以後の住人の行動を監視する場合もあります。近年の盗聴器は小型化されていて、その住居内で電源を取ることができれば半永久的に機器が作動するとになり、その情報をインターネットに拡散されるとプライベートの侵害では終わらなくなってしまいます。今は誰でも購入することができ、その設置についても調べればすぐに判明できる手軽さから、そこまで悪意がなく行ってしまう人も少なくないでしょう。

賃貸物件は長期的な居住よりも短期に入居者が変わることが多くなっていて、セキュリティ対策をしていなければトラブルに発展することがあります。新たな入居者の不安を払拭するためにも、物件の管理者は万全の注意を払うようにしてください。


 

犯罪から住宅と人命を守るには鍵交換と防犯グッズを備えると安心です

  特に戸建て住宅で生活を送っている方々は、留守中や深夜に住宅内に侵入し、窃盗の犯罪の被害者になる可能性はゼロではありません。
この問題はまずは玄関ドアの鍵交換を行う方法があり、ディンプルキーでも効果はありますが、昨今人気の電子キーへと変える方法も選べます。
この方法で玄関ドアからの侵入は無くなりますが、戸建て住宅の場合は窓ガラスの枚数が多いので、ガラスを破って侵入することを防ぐにはサッシの内側に固定するロックを完備する方法もあります。後は鍵だけではなく防犯システムを導入する方法もあり、大手セキュリティ会社に依頼する金銭的余裕が無いという方であれば、ワイヤレス式の防犯カメラはネット通販から安く購入できるので、エントランスだけではなく死角になりがちなエクステリアにも防犯カメラを取り付けると一応は万全です。
防犯カメラは住宅の正面から見えない位置に設置をしている方もいますが、正面に対しては逆に見えやすい高い位置に設置をすることで犯罪被害の抑止力に役立ちます。


 

ストーカー被害にあったら鍵を交換してみよう

 ストーカー被害にあっているなら、積極的に鍵の交換を行ってみましょう。
ストーカーにあってしまうと、家に侵入されてしまう可能性も高くなってきます。
家に侵入されることがあると、安全を保障することができません。もはや安心して過ごすことができなくなってしまいます。
このような心配があるという方は、鍵を厳重なものに変えてみるとよいです。鍵を変えるだけでも安心して過ごせるようになりますし、侵入されてしまう心配なく過ごすことができます。それだけで、精神的にも安定することができるでしょう。
鍵は専門の業者を利用することで、簡単に交換してもらうことができます。
専門の業者であれば、より厳重なものに変えてくれますし、毎日の生活も安全なものに変えることも可能です。
ストーカーに狙われてしまったときには、すぐに引っ越しを考えますがその前にできることを行っておくとよいでしょう。そうすることで、安心して過ごせるようになってきます。

 


安心のために！鍵交換の依頼が増加している

 最近セキュリティに対する意識が高まり、住宅やオフィスの鍵交換を頼む人が急増しています。
鍵は私たちの貴重な財産やプライバシーを守るための重要な要素であり、定期的なメンテナンスや交換が必要不可欠です。
なぜ頼む人が増えているのか、その背景にはいくつかの要素が挙げられます。
まず第一に技術の進歩に伴い、ドアを開ける方法も洗練されてきました。
過去の形状や構造は、現代の犯罪者によって容易に解読される可能性があります。
そのため、より高度な防犯対策を施したものへの変更が求められているのです。また人々のライフスタイルの変化もその要因となっています。
転居や引っ越し、部屋のシェアや共同利用スペースの増加など、生活環境の変化に伴い、管理や安全性に対するニーズも変わってきました。
新たな状況に適したものが求められ、それに伴って依頼も増加しているのです。
実際に頼むときには、信頼できる専門業者にお願いすることがポイントです。
個人情報や貴重品の安全性に直結するため、プロフェッショナルな技術と実績を持つ業者を選ぶことが必要でしょう。
口コミや評判、業者の信頼性を確認することで、安心して依頼をすることができます。
そしてこれは単なるセキュリティ対策だけでなく、心の安定や安心感をもたらす大切な行動です。
自宅やオフィスに不安を抱えることなく、日常生活を送るためにも定期的な変更を検討してみてください。

 


セキュリティのために指紋認証で開閉が可能な鍵に交換しよう

 最近は物騒な事件が続いているので、自宅の鍵を新しくしようと考えている人は非常に多いのではないでしょうか。
古い物のままだと泥棒が簡単に開けられますし、すぐ中へ入ってきてしまいます。
現金や家電製品などを取られるだけならともかく、自分や家族の大切な命を狙われると本当に危険です。
だからこそ速やかに玄関の鍵を交換することを、強く推奨します。

ですが一般的な形の物だったり、カードタイプだとちょっと面倒です。
何らかの理由で無くしてしまうと自分たちが家の中に入れなくなるので、まさに本末転倒です。
そこでおすすめなのが指紋認証タイプです。
自分の指はいつでも存在するので、玄関に立つたびに簡単に開け締めできます。
泥棒も簡単に開けられなくなりますし、自宅のセキュリティが格段に上がります。

鍵の交換を請け負っている会社は近所にいくつかあるはずなので、まずはインターネットで調べてみてください。
特に指紋認証タイプの鍵へ替えられるかは、あらかじめ確認しておくことが大事です。
完成にかかるまでの時間や費用なども考慮し、家族みんなと相談してから決めると良いでしょう。

 


便利さと安心感をもたらすカード式鍵の交換

 最近、カード式鍵の交換が注目を集めています。
従来の物理的な鍵とは異なり、電子カードやスマートカードを使用して施錠や解錠を行うシステムです。
その便利さと安心感から、ますます多くの人々が移行を考えています。
最大の利点は、管理の煩雑さから解放されることです。通常では紛失したり、複製されたりするリスクがありますが、個別のカードを使用するため、管理が簡単になります。
紛失した場合でも無効化や再発行が容易であり、セキュリティを保つことができます。
特定のカードを使って、時間制限やアクセス制限を設定することが可能です。
これにより、特定の時間帯や特定の場所へのアクセスを制限することが可能となり、セキュリティレベルを高めることができます。
さらに物理的な鍵と比べて耐久性が高く、操作も簡単です。
摩耗や錆びの心配がなく、耐久性に優れているため、長期間使用しても安心して利用できます。
かざすだけで施錠や解錠ができるため、手荷物が多い場合や手がふさがっている時でも便利です。
既存の物理的なものからの移行は、施設や建物の管理者にとっても効果的な選択肢となっています。
最新の技術を取り入れることで、より安全かつスマートな環境を提供することができます。
鍵の管理の負担を軽減し、利便性と安心感を実現することが可能です。
現代の生活スタイルに適した便利なシステムであり、安全性と利便性を両立させることができます。

 


防犯力を高める鍵の交換では豊富な種類の電子キーが人気があります

 自宅の玄関ドアの鍵が、古い時代のままでギザギザの普通のタイプを使っている住宅では、防犯力を高めるために鍵の交換を行うことは推奨できます。
リフォームとして玄関ドアごと新しくする方法はありますが、既存のドアのままでも防犯力を高めることはでき、その中の選択肢には電子キーをあげられます。
このタイプの場合でも種類はあり、例えば暗証番号のプッシュ式やカード式、指紋認証や顔認証、スマートホンのアプリを使う認証など複数の方法に分けることができます。
電子キーの場合はピッキングされることが全く無くなるメリットがあるので、安心して外出することができますが、もしも暗証番号を忘れてしまったり、カードの紛失やスマートホンの紛失をしてしまうと開錠することができなくなるので、家族と話し合いをして緊急時の対策法を検討しておけば問題はありません。
例えは予備のカードを秘密の場所に隠しておく方法などもあり、アイデアによって防犯性の高い住宅にすることは簡単です。

 


二重ロックの鍵に交換すればリスクを分散できる

 ここ数年でピッキングによる窃盗事件が多発しており、玄関の鍵の堅牢性や形式がますます重要になっています。
鍵穴に特殊な工具を挿入して解錠する手口でドアを開け、空き巣を行うと言う悪質なものです。
空き巣ならばまだしも、家族の誰かが在宅だった場合、強盗までに発展する懸念もあります。
そのようなリスクを分散する目的から、二重ロックの鍵に交換するケースが増えています。
二つの鍵が存在することでピッキングを行うのは困難だと感じさせることから抑止になるのはもちろんのこと、万が一実行されたとしても二カ所を開錠するのに時間を要するため、その間に誰かが発見して警察へ通報すれば未然に犯罪を防ぐことができます。
シリンダー式やカード式など様々なタイプがありますが、異なるタイプを二つ設置することでより開錠するのを困難にさせます。
二重ロックに交換するだけで空き巣のターゲットにされる可能性を大幅に低減させることが可能なことから、導入する事例が増えています。

 




鍵の交換関連情報
 
鍵の交換や防犯対策
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